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審査要旨
本論文は、奈良時代における平城京の皇后宮職および興福寺などに設けられた施薬院から、平安時代にお
ける平安京の施薬院に至るまでの日本古代施薬院を主たる対象とした歴史研究であるが、さらに悲田院や、そ
の他の施設における救済活動の解明にも及ぶものである。旧来、施薬院の研究は、社会事業史、医療史、仏
教史などの視点から個別におこなわれてきた。本研究は、これらの諸視点に学びつつ、総合的に再検討を加
え、政治体制やその思想、運営組織のあり方を重視する。また、法制史料、正倉院文書、新出木簡、そして仏
典などを広く活用して、慎重な論証を重ねている。
本論文は、第一部「奈良時代の施薬院と藤原光明子」と第二部「平安時代の施薬院」とからなり、これに「序
言」と「結語」が加わる。「序言」では、これまでの研究史とその問題点をまとめ、本論文の概要を述べる。第一
部の第一章「皇后宮職施薬院の草創とその思想」では、施薬院の思想的基盤である福田思想の理解が、これ
までの研究のなかで不充分であったこと。7世紀の日本に流入された福田思想は霊亀～養老年間（715～237）
に光明子周辺に浸透し、首皇太子（のち聖武）体制に貢献したこと。天平 2 年（730）の皇后宮職施薬院創設
は、夭折した基皇太子の供養および藤原四子体制発足と密接なかかわりがあることを指摘する。第二章「皇后
宮職施薬院の展開」では、施薬院の財源、所在地、興福寺施薬院との関係、武周期以降唐代の悲田養病坊
の影響などを確認する。ついで、施薬院関係の正倉院文書にみえる「御製」「冝」に注目して、施薬院の運営
や活動が光明子の個人的存在に大きく依拠していたこと。光明子を失った後の施薬院は、組織整備をおこな
って運営や活動を持続させたが、恵美押勝の乱後、施薬院の財源であった故藤原不比等の封戸が返納され、
また勅旨省の影響下に入るなどして、施薬院の機能低下がすすんだことを論証する。第三章「興福寺施薬院と
福田思想」では、これまで研究が手薄であった興福寺施薬院と福田思想との関係解明に挑む。まず、この施薬
院は、藤原不比等の冥福を祈念して養老 7 年（723）ころに光明子、県犬養橘三千代が創設し、治者院と呼ば
れたことを確認し、近年の福田院説をしりぞける。ついで、三宝を対象とする敬田と、病者を含む貧窮者を対象
とする悲田の二福田思想の成り立ちと日本への流入を追跡し、『梵網経』を含む華厳思想の影響を重視する。
同時に、悲田養病坊をおこした武周期に華厳思想が盛んであったことにも留意している。そして、聖武太上天
皇の没後、聖武の冥福と不安定な国家の安泰を祈念して、福田思想にもとづく政策がさまざまに実行される
が、その過程で天平宝字元年（757）、東大寺唐禅院と興福寺施薬院への墾田地施入が平行してなされ、前者
は敬田、後者は悲田の意味をもつ一組の営為であったとみる。なお、この第三章に付した補論「『梵網経』の普
及と施薬院－天平宝字初年の興福寺施薬院を例として－」では、新羅ついで唐から受容された『梵網経』には
儒教的な孝順と仏教的な慈悲とが合わせて説かれており、儒教思想を奨励する藤原仲麻呂が興福寺施薬院
への布施に関与したことを確認する。第四章「飛鳥・奈良時代の仏教と『救済』活動－病者・貧窮者との関わり
に注目して－」では、地域社会における救済活動が交通や寺院と密接な関係にあったことを伊勢国の多度神
宮寺、近江国の益須寺などの例から指摘する。ついで、飛鳥・藤原京の飛鳥寺（禅院）や、平城京で建立され
た大安寺、薬師寺、元興寺、東大寺、西大寺における救済施設や活動の記録を、古文書や木簡、そして説話
集など多様な史料から蒐集して確認する。
第二部の第一章「平安京施薬院の整備」では、平安京の施薬院が、宮都整備・キヨメや藤原氏の「積善余
慶」思想などを背景にして設置され、光明子の施薬院を直接発展させたものではないとする。ついで、平安京
の施薬院活動を支えた畿外の薬料（薬分料）や施薬院料、宮都周辺の薬園・薬院田そして葬送地を個別に検
討するとともに、労働力としての客作児、および悲田院の役割と位置についても考察する。その過程で、近年
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発見された京都市南区の烏丸町遺跡出土木簡を活用している。第二章「施薬院使の成立と展開」では、弘仁
2 年（811）に史料上初見する平安京施薬院は、天長 2 年（825）、旧来の別当制をあらためて施薬院使制を設
けるが、藤原氏長者・上卿宣にもとづく施薬院使補任と並行して新別当制が復活し、藤原氏と外記から一人ず
つ選ばれたことを指摘する。ついで、施薬院の活動は京内の路辺にいる病者・孤子、窮人の収養にあり、その
具体的な方法を確認する。さらに、施薬院別当と施薬院使の補任史料を蒐集し、施薬院使の場合、はじめは
主に藤原氏長者の家司が就任する傾向にあったが、11 世紀半ば以降、医道の丹波氏の世襲が目立つように
なり、典薬頭に至る昇進コースに位置づけられたことを指摘する。第三章「平安京の災害と施薬院－九世紀を
中心として－」では、平安京における諸災害（洪水・火災・疫病）の発生を通覧したうえで、施薬院と悲田院の活
動を検討する。まず、施薬院と悲田院の差異は明瞭でないが、施薬院は孤子の養育をせず、悲田院は仏教と
のかかわりが深く、鴨河原での遺体焼却などに関与したとみる。また、施薬院が悲田院を管轄し、施薬院の倉
には多くの薬物が蓄えられており、疫病蔓延への対応も推察できることを新出木簡の解析から指摘している。
補論「九世紀の『救済』施設と国家・寺院」では、諸地域の「救済」施設（美濃国・信濃国、越後国、大宰府、武
蔵国、尾張国・美濃国、相模国）を網羅的に確認し、その特徴として、調庸運搬等の行路者救済、僧侶や寺院
の積極的関与、国司・国衙の介入をあげる。また、国家財政悪化の克服などをめざし、行基創設施設の再構
築とその法制化を先例にして「救済」施設が増加の傾向をたどり、薄まる福田思想にかわって文殊信仰がこれ
を促進した側面があることを論じている。「結語」では、本論文を総括し、施薬院の政治的性格に注意を向け、
福田思想の理解について再考したことをあらためて主張する。また、今後の課題として、施薬院や悲田院をつ
ねに必要とせざるを得なかった人間社会とその構造そのものの解明をさらに推し進めなければならないという。
以上の論文について、審査委員からそれぞれ所見が述べられ、かつ論文提出者との間で質疑応答がなされ
た。まず、本論文は、提出者が意図したとおり、これまで個別的になされてきた日本古代施薬院研究を総合的
に見直し、大きく前進させたことが確認された。とくに、奈良・平安時代を通じた政治史の導入をはじめとして、
施薬院の運営組織と別当・使体制の解明、経済基盤および労働力や薬物調達の究明において多くの新知見
がみられる。そして、その新知見は、新出木簡を含む史資料の網羅的な蒐集と、研究史の丁寧な整理および
吟味にもとづくものであり、独創性、客観性、実証性、表現力の各要件を充分に満たしていることが確認され
た。
一方、現世利益的な福田思想と基王や藤原不比等らに対する冥福祈願との関係、奈良時代の皇后宮職施
薬院と平安京施薬院との差異、光明皇后と施薬院との関係特化に関する理解、長岡京や平安京当初の施薬
院の存否、儒教や新羅華厳の影響、客作児の和語理解、中世の救済事業との関係、温室などについて各審
査委員から質問が出された。これらの質問は、本論文に対する疑義を指摘したというよりも、本論文の成果がむ
しろ生み出す新たな課題を論文提出者と確認し合い、共有しようとしたものである。これに対して、論文提出者
は、残存史料の乏しさを具体的に説明し、本論文が明らかにした範囲でそれぞれ的確に応え、審査委員を納
得させた。したがって、今後に残された課題もあるが、それが本論文の成果と価値を何ら貶めるものではなく、
本論文は博士学位の授与に値する論文であることを全審査委員が等しく認めるところである。
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